
文教委員会情報連絡 
 

令和３年８月１９日 
情 報 連 絡 事 項                頁   

（教育指導部） 

（１）夏季休業中におけるタブレットの家庭への持ち帰りの実施について ２ 

（２）東京都教育委員会による体罰の実態把握および足立区の状況について  ４ 

（学校運営部） 

（３）小中学校用務業務委託に関する公募型プロポーザル方式による事業者  

   選定について……………………………………………………………… ５ 

（子ども家庭部） 

（４）「不登校の子を持つ保護者のための交流会」の開催について……… ６ 

（５）不登校児童・生徒に対する居場所支援事業の北部地区での開設について  ７ 

（６）ヤングケアラーに関する現状把握について…………………………… ８ 
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文 教 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表  

 

件 名  内 容  日時及び場所 ＰＲの方法 

１ 夏季休業中に

おけるタブレッ

トの家庭への持

ち帰りの実施に

ついて 

 

所管課 

【教育政策課】 

７月２１日から始まる学校夏季休業中

に、全ての中学校３年生がタブレット端末

の家庭への持ち帰りを実施する。 

 

１ 対象  

中学校３年生全員 

  ※ 家庭のＰＣや通信環境の有無にか 

かわらず、タブレット端末やイン 

ターネットを活用した本格的な受験 

勉強や多彩な自学自習を支援するた 

め、今回は中学校３年生を対象にした。  

 

２ 実施期間  

夏季休業期間中（７／２１～８／３１） 

 

３ 通信環境のない家庭への対応 

通信環境のない家庭の児童・生徒に対 

しては、ＬＴＥ通信に対応した端末を貸 

与する。通信費は区が負担する。 

 

４ 持ち帰り端末の用途（各校で異なる） 

・ Google for Educationを活用した

各校で課す各教科の「宿題」（調

べ学習・レポート等を含む） 

・ 学習ドリルソフト「eライブラリ」

の活用（中１、２年の総復習や現

学年内容の予復習など） 

・ 夏休み中の「学活」「懇談会」の

実施（一部の学校で予定） 

・ その他、インターネットを活用し

た自学自習 

 

５ 他の学年のスケジュール 

・ 小学校は先行して整備した２～３

校が、一部の学年で夏季休業期間

中に持ち帰り実施予定 

・ ９月に一人一台端末の整備が全校

完了。順次持ち帰り実施 

・ １２月には、Windowsタブレットの

持ち帰り用設定変更の完了。全て

 教育だよ

りや足立区

ホームペー

ジの「あだ

ち学校ＩＣ

Ｔ情報ひろ

ば」で情報

発信してい

く。 
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の児童・生徒が一斉に端末を持ち

帰ることが可能 

 

６ 夏季休業期間中の保守・サポート体制 

・ タブレット端末の故障や操作方法

などの相談は、学校が家庭から連

絡を受け、状況に応じてヘルプデ

スクを活用するなどして対応 

・ タブレット端末が故障・破損した

場合には、学校が予備機を提供し

て対応 

・ ８／１２～１５の学校閉校日を含

め、万が一学校と連絡が取れない

場合には、教育政策課へ連絡して

もらい対応 
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文 教 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表  

 

件 名  内 容  日時及び場所 ＰＲの方法 

２ 東京都教育委

員会による体罰

の実態把握およ

び足立区の状況

について 

 

所管課 

【教育指導課】 

１ 調査対象 

 区市町村立及び都立学校全２,１５０校

の校長、副校長、教職員、児童・生徒 

２ 調査内容・方法 

  令和２年度中に発生した体罰、不適切

な指導、暴言等及び行き過ぎた指導又は

その疑いのある事案の実態調査 

 教 職 員・・・校長による聞き取り調査 

 児童・生徒・・・質問紙調査及び聞き取り調査 

３ 調査期間 

  令和２年１２月１日（火）から  

 １２月１８日（金）まで 

４ 足立区の概況（令和２年度） 

  注）（ ）内は令和元年度の数 

（１）体罰        ０校 ０件 

（２校 ２件） 

（２）不適切な行為 

   ① 不適切な指導  ３校 ４件 

（３校 ４件） 

   ② 行き過ぎた指導 ０校 ０件 

（０校 ０件） 

   ③ 暴言等     ５校 ５件 

（３校 ３件） 

（３）体罰及び不適切な行為に該当しない行為  

   ① 指導の範囲内  ３校 ４件 

（７校 ９件） 

   ② 適切な指導   ０校 ０件 

（２校 ４件） 

   ③ 正当防衛・正当行為 

０校 ０件 

（１校 １件） 

   ④ 体罰行為に該当せず 

０校 ０件 

（０校 ０件） 

５ 公表 

令和３年６月２４日（木）、東京都教

育委員会での報告後、体罰の有無及び体

罰の内容についてプレス発表された。別

添資料４を参照。 
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文 教 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表  

 

件 名  内 容  日時及び場所 ＰＲの方法 

３ 小中学校用

務業務委託に

関する公募型

プロポーザル

方式による事

業者選定につ

いて 

 

所管課 

【学校支援課】 

 

１ 業務名 

小中学校用務業務委託 

 

２ 業務内容 

学校施設の環境整備・管理・修 

繕業務、その他校務・庶務的業務 

 

３ 契約期間  

令和４年２月から令和５年３月まで 

 

４ 引継ぎ期間 

令和４年２月から令和４年３月まで 

※ 事業者変更の際、引継ぎを実施 

 

５ 選定委員会構成 

・ 学識経験者（２名） 

・ ＰＴＡ代表 

（小・中より各１名） 

・ 校長会代表 

（小・中より各１名） 

・ 部内管理職（１名）の計７名 

 

６ 履行場所 

小学校２７校、中学校１３校の 

計４０校（７契約分） 

 

７ 選定日程 

令和３年９月３０日から１２月 

２０日まで 

 

８ 提案書の特定結果公表予定 

令和４年１月 

 

令和３年１０

月４日公募開始 

（予定） 

公募は、あだ

ち広報及び区ホ

ームページで行

い、特定結果発

表は区ホームペ

ージにて行う。 
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文 教 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表  

 

件 名  内 容  日時及び場所 ＰＲの方法 

４ 「不登校の

子を持つ保護

者のための交

流会」の開催

について 

 

所管課 

【教育相談課】 

 

 区内在住の不登校児童・生徒の保

護者を対象として、「不登校の子を

持つ保護者のための交流会」を開催

する。また、講演会のオンライン配

信も実施する。 

 

１ 目的 

  不登校児童・生徒に対する保護

者の理解を深め、保護者同士の交

流を図る。 

２ 対象者 

  不登校の子を持つ保護者の方 

３ 定員 

  １００人程度（オンライン受講

者含む。会場での参加者は５０人

まで） 

４ 内容 

（１）講演会：講師 鈴村眞理氏 

（２）保護者交流会 

実施日時： 

令和３年１０月

２３日（土）予定 

１０時００分～ 

１２時００分 

 

会場： 

こども支援セン

ターげんき 

校長会を通じ

て各学校に周

知、あだち広報

９月１０日号、

区ホームページ等 
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文 教 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年８月１９日 

件 名  不登校児童・生徒に対する居場所支援事業の北部地区での開設について  

所 管 部 課 名 こども支援センターげんき教育相談課 

内 容 

 不登校児童・生徒に対する居場所支援事業について、中部地区、

西部地区、東部地区に続く区内４か所目を北部地区に開設する。 

 

１ 目的 

ＮＰＯと連携した「居場所を兼ねた学習支援」の日中の時間を

不登校児童・生徒のための居場所として活用し、学校復帰のステ

ップへの一助とする。 

 

２ 対象児童・生徒 

小学５年生～中学３年生 

① 学校には行けないが外出できる児童・生徒 

② チャレンジ学級に通所できないなど、他の生徒と交流が苦 

手な児童・生徒 

 

３ 実施場所・開設日 

北部地区（竹の塚エリア）・令和３年１０月１日（金） 

 

４ 開設時間 

火曜日～金曜日 １０時００分～１４時００分 

（祝日・年末年始除く） 

 

５ 予定人数  

１０人程度 

 

６ 他地区の不登校児童・生徒に対する居場所支援事業支援人数 

（令和２年度） 

  小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 

中部地区 0 1 9 2 8 20 

西部地区 1 3 1 4 5 14 

東部地区 0 0 6 9 3 18 

合計 1 4 16 15 16 52 
 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 ※ スクールソーシャルワーカーによる対象児童・生徒や保護者およ

び学校への働きかけを行って支援に繋げていく。 
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文 教 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年８月１９日 

件  名 ヤングケアラーに関する現状把握について 

所管部課名 こども支援センターげんきこども家庭支援課 

内  容 

足立区におけるヤングケアラーの現状を把握するための調査概要につ

いて情報連絡する。 

 

１ ヤングケアラーについて 

  ヤングケアラーとは、法令上の定義はないが、一般に、本来大人が担

うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている１８歳

未満の子どもとされている（Ｐ９ ①参照）。 

２ 調査対象・方法 

（１）対象 

こども支援センターげんきで継続支援している児童 

・  児童虐待相談で支援中の児童（２２１名） 

・  養育困難相談で支援中の児童（１９４名） 

・  不登校相談等で支援中の児童（２４７名） 

（２）方法 

   担当相談員、担当スクール・ソーシャル・ワーカーへの聞き取り

による調査 

３ 調査結果 

（１）ヤングケアラーに該当するかどうか（Ｐ９ ②参照） 

（２）該当する子どもが行っているケアの種類（Ｐ１０ ③参照） 

（３）該当する子どもに関する課題（Ｐ１０ ④参照） 

４ 今後の方針 

（１）ヤングケアラーについて支援者の認知度を向上させることによ

り、潜在化しがちなヤングケアラーの早期発見・把握につなげる必

要があるため、まずは足立区要保護児童対策地域協議会の各種会議

や民生・児童委員などの研修会を通じて、ヤングケアラーの事例や

課題を周知する。 

（２）ヤングケアラーの課題が認められる家庭に対して次の対応を行う。 

・ 子どもが担う家事やきょうだいの世話を支援する福祉サービス 

につなぐ等、子どもの負担軽減を図る。 

・ スクールカウンセラーにつなげることにより、子どもの心理面 

にも配慮した支援を行う。 
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ヤングケアラーとはこんな子どもたちです             ①   
出典厚生労働省ホームページ 

ヤングケアラーはこんな子どもたちです 
家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情

面のサポートなどを行っている 18 歳未満の子どもをいいます。 

障がいや病気のある家族
に 代 わ り 、 買 い 物 ・ 料
理・掃除・洗濯などの家
事をしている 

家族に代わり、幼いきょ
うだいの世話をしている 

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している 

目を離せない家族の見守
りや声かけなどの気づか
いをしている 

日本語は第一言語でない
家族や障がいのある家族
のために通訳をしている 

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている 

アルコール・薬物・ギャ
ンブル問題を抱える家族
に対応している 

がん・難病・精神疾患な
ど慢性的な病気の家族の
看病をしている 

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる 

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している 

©一般社団法人日本ケアラー連盟/illustration : Izumi Shiga 

令和 3 年 6 月実施ヤングケアラー調査結果概要             ② 
（１）ヤングケアラーに該当するかどうか 

支援者の認知度を向上させることが発見につながる               

相談員やＳＳＷが支援中の児童についてヤングケアラーに該当するかを確認したところ、 

 支援中の児童６６２名のうち、２１％（１４１名（男６７名・女７４名））がヤングケアラー 

 小学生の１５％(５８名)、中学生の２５％(５９名)、高校生の４４％(２４名) 

週３～４日 
８名 
２％ 

日常的 
１３名 
４％ 

ときどき 
３７名 
１０％ 

ケアを行って
ない 

８４％ 

日常的 
２名 
４％ 

週３～４日 
５名 
９％ 

ときどき 
１７名 
３１％ ケアを行って

ない 
５６％ 

小学生 中学生 高校生 

日常的 
１３名 
６％ 

週３～４日 
１０名 
４％ 

ときどき 
３６名 
１５％ 

ケアを行って
ない 

７５％ 
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令和 3 年 6 月実施ヤングケアラー調査結果概要             ③ 
（２）該当する子どもが行っているケアの種類 

｢幼いきょうだいの世話」｢家事｣｢家族の見守りや声かけ｣が多い 

アルコールなどの
問題のある家族対応

１３．２％

慢性的な病気の
家族の看病
１２．１％

家族のために通訳
６．３％

病気のあるきょうだいの世話
５．２％

家計のために労働 １．１％

家族の代わりに 
幼いきょうだいの世話 

２３．６％ 

病気のある家族に 
代わり家事 
２２．４％ 

家族の見守りや 
声かけ ※ 
１３．８％  

令和 3 年 6 月実施ヤングケアラー調査結果概要             ④ 
（３）ヤングケアラーの課題（※ 複数回答） 

心理面でのケア・配慮（子どもの気持ちを受け止める） 

心理面(情緒不安定、不安感等)、行動面(暴力性、対人関係の形成不良等)、 

登校面(遅刻早退、不登校等) に課題が多く見られる。 

0

10

20

30

40

50

小学生 （５８名）

0

10

20

30

40

50

中学生 （５９名）

0

10

20

30

40

50

高校生 （２４名）

課題数 課題数 課題数 

※目を離せない家族の 
見守りや声かけなどの 
気づかいをしている 
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